
B.C.G.反 復 接 種 時 に 於 け

る局 所 反應 に 就 い て

國立廣島療養所 館 田 部 英 雄

第1章

BCGを 皮内接種する際に ツA・"ルクリン反慮陰

性者の初同接種時には局所の炎症癒歌が一般に輕

度で膿萢を形成する者 も少 く膿萢を獲生しても後

れて焚生する者が多いがBCGをi回 以上接種し

た事のある者とかツベルクリン皮内反慮(以 下ヅ

反慮 と略稔する)陽 性者又な疑陽性者にB.C.G.を

第2章 實

被儲 とLて は2000倍 稀繹 ツベルクリン液に

よるツ反慮(以 下2000倍 ツ反鷹と略構する)陽

性者89名(結 核患者11名 、結核療養所看護婦

40名 、小學生33名)及 び2000倍 、1000倍 、

100倍 の各稀繹ツベルクリン液によるツ反慮(以

下夫々2000倍 ツ反慮、1000倍 ツ反慮、100倍 ツ

反慮と略樗する)が 何れ も陰性を示 した小學生93

名を選定しB・C・G・0・01厩を前者には1ク 所、後者・

には2ク 所皮内接種しその局所症歌の経過を全例

全治する迄詳細に観察し爾群の局所症歌経過を比

較 し更に2000倍 ツ反磨陰性小學生101名 を選定

しB・C・G・O・Ol～O・02EEを皮内に初接種 しその後は

6ク 月～1ク 年の聞隔(1ケ 年の間隔は1同 だけ

第1表

緒 言

皮内接種 した時には局所の炎症症歌が強く膿萢が

早期に焚生する揚合が多い。

此の事實を精細に槍討 しB.C.G.の 如き弱毒結核

菌の感染の場合にそめ局所症歌が如何なる現はれ

方をするかと云ふ事を知るために本實験 を行ひ次

の如き結果を得たので報告する◎

験 方 法

で他は全部6ケ 月の間隔)を 以て ツ反懸を反復槍

査 しその陰性者及び疑陽性者にはB.C.G.0。02～0.

04屍 を又陽性者にはO.01既 を反復皮内接種 し同

一人のBCG接 種同数7同 に及び各接種時の局所th

症歌経過を全例全治する迄観察 した。

ツA・"ルクリン液は傳研蕾ツ〈"・7Vクリン原液及び

同封照液を用ひ之をO・5%石 炭酸加生理的食肇水

で2000倍 、1000倍 、100倍 に稀繹 したものを稀

繹後1ク 月以内にO・1蝿 皮内接種 し24時 聞後及

び48時 間後の壌赤の縦横直径を測定 しその卒均

値が24時 間値及び48時 間値の中何れか10粍

以上を示すものを陽性、5～9粍 を示す ものを疑

陽性、24時 間値及び48時 間値共に4。0粍 以 下を
　

B・C▲G・使 用 方 法

接種同歎 接種年月日 接種間隔

(月)
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示す ものを陰性とした。 。.

使用 したBCG菌 液は第1表 に示す如 く第5同

目の反復接種時以外は全部阪大竹尾結核研究所作

製の1蝿 中O.10.20.4既 の各菌量含有液であ

り第5同 旨反復接種時の菌液は九大細菌學教室作

製のi耗 中0.1既 の菌量含有液であるが之等の菌

液は 何れ も菌液作製後7日 以内に 皮 内 接 種 し

第3章

第1節 ツ ベ ル ク リン反 慮 陰 陽性 者 のBCG

皮 内接 種 局 所 症 欺 の 比 較 づ

2000倍 ツ反 磨陽 性 者69名 のBCGO.01薦 皮 内

接 種 局 所症 朕経 過 は第2表 に示 し2000倍 、1000

倍 、100倍 ッ反 慰が 何 れ も陰 性 を示 した93名 の

B.C.G.O.01EE、2ク 所 接 種 時 の 局 所 症 状 経 過 は 第

罪 第2表

塞
↓粍 ⑭5⑳5×1x1

2§～40 ◎'i

た。

BCG接 種局所症歌 と・しては登赤(内 輪、外輪)、

浮腫、硬結、膿萢、痂皮 、疲痕、色素沈着等に就

てその色調の強 さ・縦横直径・出現又は漕失迄の・

時期及び全経過申に於ける局所症状の最強度に達

する時期蚊にその大 きさ及び全治迄の時間等を観

察記録 した◎ ・

實 験 成 績 ・ 幅

3表 に示 したが、この爾群のBCG接 種局所症状

経過 を比較観察すれぱ爾者聞にはかな り著明な差

異 を認める◎ ず
de荷 第2表 及び第3表 は叢赤の経過を主として示

したが他の浮腫及び硬結の経過 も獲赤と同檬な脛

過 を示すので表を省略する。

21～25

2000倍 ツ反懸陽性者89名(結 核患 者11名 、看護婦4Q名 、小 學生 、38名)

ノB・C・G・0・01雇 皮 内接種 局所 ノ獲赤脛過(A型)
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ムー 獲赤 ノ始 メテ消失 スル者

△一一 漕失 文 八裾色 シタ獲赤 ガ再獲赤 ヲ來 シタ時 ノ稜赤 ノ大 キサ

○一一一膿萢初襲時 ノ護赤 ノ大 キサ,、

膣一一一膿痢及 ビ痂皮 ヲ同時 ∴始 メテ獲 見 シタ時 ノ獲赤 ノ大 キ サ
ザ ジ

[痂 皮初 獲時 ノ獲赤 ノ大 キ暁

@全 治(痂 皮股落)ノ 際 ノ色素沈着 ノ大 キサ

以上 ノ各符號 ノ外 働=丸 ノツケテ アルモ ノハ全纒過 中最大獲赤 ヲ示 ス◎叉 各符號 ノ右 側 ノ藪字 ハ同符號

ヲ示 ス八員敷 ヲ示ス ◎

6



赤
直
脛

4籾 藪4
13
～15

第3表2000倍 、1000倍 、100倍 ツ反鷹陰性小學生93名 ノB・C・G・0・02竈

(2ケ 所分注)皮 内接 種局所 ノ獲赤纏過(B型)
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BCG接 種后ノ髄 蜘
.(y)伽(卸(穿)(ヤ)

x獲 赤 ノ大 キサ
懲

▲ 獲赤 ノ始 メテ漕失 スル者

△一一消失又ハ裾色 シタ獲赤 ガ再獲赤 ヲ來 シタ時 ノ獲赤 ノ大 キサ

○一 一膿癖初 獲時 ノ獲 赤 ノ大 キサ

嗣7膿 萢 及 ビ痂皮 ヲ同時 二始)-Lテ獲見 シタ時 ノ獲赤 ノ大 キサ

ロー一痂皮初襲時 ノ獲赤 ノ大 キサ が へ
●一 全治(痂 皮脱落)ノ 際 ノ色素 沈着 ノ大 キサ

以上 ノ各符號 ノ外側 澱丸 ノ ツケテ アルモ ノハ全経過中最大獲 赤 ヲ示 ス。文各符號 ノ右側 ノ撒字ハ同符

、

㌦

號ヲ示亀ス人員敷ヲ示ス◎

以後ッ反慮陽性者∫)B.C.(}.接 種局所症状経過

をA・ ツ反慮陰性者の夫 をBと 呼樗 し爾者を比較

すれば次の如き差異となる。

①一般にAはBよ り強度に現はれ紅赤紫色を呈す・

るがBは 淡赤色を呈するei

②全経過中に於ける局所症朕の最大直径 を比較観

察すれぱAはBに 比較 して大きい者が多い。即

ちAは 内輪獲赤 工0～30粍(10粍 以上)、外輪

嚢赤20♂)70粍(20粍 以上)、浮腫15～70粍

(15粍 以上)・硬結10～25粍(10粍 以上)、痕

痕3～6粍 ・色素沈着7～14粍(7粍 以上)を

示す春が多いがBは 内輪襲赤5～10粍(10粍

以下)外 輪獲赤10～25粍(25粍 以下)、浮腫

5～15粍(15粍 以下)硬 結4～10粍(10粍 以

下)疲 痕2～4粍 、色素沈着4～7粍(7粍 以

7

下≧を示す者が多"。 嘱

③Aの 膿庖はB・()・G.接種後1～21日 聞に獲蚕す

るものが多 く殆んど全例(89名 中84名(94.4%)

に近 く形成 されるがBの 夫はBCG接 種後21～

71日 聞に獲生する者が多く膿萢形成者数は少

い◎(93名 申16名(17.2%)) .、

④Aの 内輪襲赤及び硬結は全治する迄の全経過中

決 して滑失しないがBは 内輪幾赤、浮腫硬結共

にBCG接 種後2～7日 聞に泊久し更にBCG

接種後7～35臼 間に再禺現 し浩失前に比較して

㌦ その大 きさを増大 し全治する迄漕久 しない。

x⑤Aは 内輪獲赤、浮腫、硬結共にBCG接 種後 ヱ

～7日 間(特 に1～3日 間)に 最大直裡 となる

がBはBCG接 種後1～3日 聞及び21～103日

聞に最大直径 とな り特にBCG接 種后21日 以



第4表20α)倍 ツ反懸陽性者 ト.2000倍1000倍100倍 ツ反慮 蔭性者 ノBCG・

皮内接種 局所症状 ノ比較 。f

遍 ＼1反繧謝
内接種局 所 ＼;
症状拉 こ ソノ経過 一1

2000倍 ツ反 懸 陽 性 者(89名)

(B,C.G,接 種 量0.01」 莚i1ヶ 所)

2000倍 、1000倍 、100倍 ζツ反 懸 陰

性 者(93名)

(B・0。G・ 接 種 量O・01選 、2ケ 所 分 注)

内

輪

獲

赤

護赤ノ強サ 濃赤紫色
______rr献 諺 鮮 低

淡赤色

金純過中鳥於ヶル最大直樫 540粍 ヲ示 気ガ 被瞼 者89名 申84名(94.4%)

ノ者 ハ10-30粍 ヲ示 ス◎

一

か ユ5粍 ヲ示 スガ被 楡 者93名 申82名(88・2%)
ハ5-1α 粍 ヲ示 ス◎

最 大直脛 二達 スル迄
ノ日数

一 …} 児 柵 晶__胤_　

全被搬者 ガ8CG接 穏后1諄7日 間 二最大 ニ
ナルガ被臓 者89名 中78名(89,9%)ハ1-7E

間 二最 大 トナル
欝7騨罐麟 鋸弊鞭)

漕失文 ハ消失近 キ迄裾色
スル迄 ノ日藪

{一 柵}扁 帽___

全被橡者ガ全治スル迄漕失又ハ清失近キ迄
襯色シナイ。躍

BCG接 種後1-17日 聞 二93名 申92名(98・9

%)ガ 漕失 スルガソノ中86名(93・5%)ハ1寸
旧間 二漕失 スル◎

稻 失鋸 襯琶者 廃 蔚rおcす 接種羅
日間 二再獲 スルガ ソノ中89名(97・4%)ハ 払

嘗㎜
町

消失又 ハ襯色 セル獲赤
ノ再獲 日歎

21日 闘 蔑再 獲 スル 。

ー
形 成者敷 被槍者89名 申75名(84。3%) 被搬者93名 中18名(19・3%)

輪

獲

外　翻 墨サ 饒 …

淡赤色

全痙渦 中=於 ケル蚕→110-70粍 ヲ示 スガ外輪獲赤形成者75名 中73}
大直趣

㌫ 菊 粍 ヲ示 スガ 外輪 形 成者18名 中15名1

(83.3%)ハ10-25粍 ヲ示 ス。一

ー

1
消失諏鴻 騰 釜鵡 簾 諏 BCG接 種後2-5日 間 二全例潰失 ス。

赤辱譲聴 嚥1糠 群騒翻 漉 聴 嚢央
BCG接 種 後1-3日 間 ・

全纏過中m:"於ケル最
大直径.

哺 姦直裡二至ル迄ノ

浦失迄 ノ日薮 及 ビ清

腫 失人員__一_

消失浮煙ノ再護入員及ビ再獲
日撒

全纏過中轟於ケル最
大直脛

硬 群謳 径二蓬柔ル迄

滑失迄・副敗及ビ清

組竺_
清失硬結ノ再獲八員
及ビ再襲H敷

膿

萢

1形成者数

10-一・70粍 ヲ示 ・〈ガ被 瞼 者89名 中83名(93。35-・50粍 ヲ示 ス ガ被 瞼 者93名 中87名(93・5%)

%〉 ・1r・-70粍ヲ示 ㌔ ハ515粍 ヲ示 ス。

齋 藩1「 覇 間 二最 大 トナルガ被搬

者89名 中82名(92,1%)ハ1-3日 間 二最大 ト
ナル◇

BCGi接 種後1-3H間 二33名(36・5%)、21、77

日間 二60名(64・5%)ガ 最 氏 トナ ルo

■ 購 擾種 后9-147日 間 二消 失Xル ガ特:・.「BOσ 褻 種 後1畷2日 間x全 被 槍 者 ガ消失 ス

ル ガ ソ ノ申91名(97・8%)ハ1ぐ 日聞 凝消失瞼 者89名 中8δ名く96。6%)ハ21-77日 間 二消1

失 λ ル◎/ス ル。

再獲現 セ ズ。

5-30粍 ヲ示zガ 被 強 者89名 中83名(93・3%)

ハ10-25粍 ヲ示 ㌔

羽 石σ 緬 后1-35日 間=最 大 トナ ル ガ

者8?名 申83名(93・3%)ハ1-6日 間 二最 大 ト

。ナビ}。

玉CG接 種後7-・3a日間二全褄臓著労再褒現"'
スルガ更轟42-147日 間二殖 賭 ノ全例ガ
漕失スル。 癖
一20粍ヲ示えガ被瞼3名 中90名(96・8%)

一
BCG接 種 後1-3日 間 二17名(18・3%)、21-

106日 聞 二72名(77・4%)ガ 最 大 トナ ル 。

全被瞼者ガ全脛過中漕失シナイ。
BCG接 種 後1-14H間 二89名(95・7%)ガ 消

失 、スル ガ86名(96・6%)・ ・1・-7日間 轟消失 ス
ノしo

BCG接 種 後5-29日 間 二全 被 瞼 者 ガ再 出

スル ガ申86名(96・6%〉 ・10-29日 間 二再 狡

ス ル ◎ 測

き

}形 成者救

痂 一

「 最大直裡
皮擁 日撒

被 瞼 者39名 申84名(94・4%) 被繊者93名 申16名(172%)

鍔 奪 藁螺 鱒 形成都 名*79名(942-5粍'

灘辮 羅 購鮒76名襲難 構 喫礪
被繊者89名 申88名(98・9%) 被 搬 者911名 中74名(79・6%)

1・■0粍 ヲ示 ス ガ痂 皮 形 者88名 中81名(92一 1-・5粍

BU・1接 種 後2`・42H聞 二獲 生 スル ガ痂 皮形

成 者88名 申84名(95・2%)ハ2-29日 聞 二護 生
ス ル物

BCG接 種 後17-91日 間 二蟄 生 スル ガ痂 皮形

成 者74名 中73名(98・6%〉 ・29-・91H間 二初

蛮 ス ル。'

一8-一



BCG接 種局所症歌全治
日敗

糞治陵ノ搬痕直脛

歪治後ノ色素洗着直径

BCG接 種 後29-147日 間 縄.被 検 者 ガ全 治
ス ル ガ83名(93・3%)ハ29-93圓 問 設全 治 ス

ノVe

2一 粍 ヲ示 スガ 瞼 者89名 中84名(94・4%)

ハ3・-6粍ヲ示 ス。

0ヲ 示 スガ被瞼 者89名 中S2名(92,1%)

ハ7-14粍 ヲ示 ス。

BCG接 種 後49-147日 間 こ全 被 搬 者 ガ全 治

スル ガ84名(90・3%)ハ71-147日 間 二全 治 般
ノVos

2-5粍 ヲ示 歌ガ 者93名 中92名(98・9%)

ハ2-4粍 ヲ示7.。

4-9粍 ヲ示 スガ被検 者 秘 名 申85名(91・4%o)

ハ4-7粍 ヲ示 ス。

後二最大直径 となるものが多い。.以 上のA及 びBの 差異の詳細は第4表 に示す通 り

⑥AはBCG接 種後 ♀9～93日 間に全治する者が であ り之を模型的に示 したりが第1圖 であるe

多 くBはBCG接 種後71～147日 聞に全治する 即ちAは 一般に震赤その他の炎症症歌が早期に

者が多V・◎"w且 つ強度に出現しBCG接 種後1～7日 間に全経

第1圖2000倍 ツ反懸陽性者 ト2000倍 過中最強度に達 しBCG接 種後1～21日 間に膿萢

1000倍100倍 ツ反懸陰性者 トノ が殆んど全例(94 .4%)に 襲生するが早期に全治
BCG皮 内接種局所症歌纒過ノ比較 し既

にBCG接 種後29日 目から全治者 を出し大

鰭
髄90日 前後迄に殆んど全治する。

反之Bは 嚢赤その他の炎症症状が輕度でBCG

接種後2～7日 間に一時的に漕失し更にBCG接

騰縣顧露 欝蕪灘
B型 一一2000倍1000倍100倍 ツ反態陰性者 ノ 第 二 節 ツベ ル ク リン反 慮 陰 性者 のBCG

BCG皮 内接種局所症状纒過 反 復 皮 内接 種時 に於 け る局 所 症

(A)一 全 経過 申獲赤 ノ最大 直径 トナル迄 ノ期聞 猷 のi墜遷

(B)一 攣赤(浮 腫、硬結)ノ 消失 スル期間
ゼ2000倍 ツ反 慮 陰 盤 の小 學 生101名 に1封してBCG(C)

一 消失 シタ獲赤(浮 腫、硬結)ノ 再出現 スル

期聞 一〇・01～O・02庇 を初 接 種 しその 後6ク 月 ～1ク 年 の

(D)一一 膿萢形成期聞 聞 隔(1ク 年 の 聞隔 は1同 だ けで 他 は全 部6ク 月

(E>一 全治期間
。の 問 隔)でBCGO.01～ α04醜 を反 復 皮 内接 種 す

邑 飼

●
{… 「『遭「 一一→ ←}㎜ 皿『"楠 蝉

6扁

導職

舳r＼
㌣∫な自 甑

e■'9駿

轍 ・ 爲_一
墜 、 、 、'『災

岬1縛"1轟 ㌔ 一 ぞ 李

第嘆 梱BCG接 鶴A型 殊 シタxhラ ノA型獲獄 況

腐 鰐 畿 露融翫 蝶 堵 ・萱
＼ 一

＼BCG獺 同・＼ 敷別

被核 人員、

柵懸 塾 ム翻醗
・ 種量(駈)

2同接種時

ノ

A(A)

働

3〃

A(A)

o.01〆
凄虚

11 4471
(62%)

α92
轡

●

0

}}

22
(100%)

0.04 0 0

計(0・01～0.04) ・(耐 暢)

i4〃

A

40

12

0

52

(気)

39

(97・5%)

10

(83・3%)

49

(94・2%)

5〃16〃

A

67

11

0

(A)

49

(73・1%)

A

50

(A)

%
(70%)

(9・18%){・3!6L暮%)

781(・・19%)

ーー

63

A

7〃

(A)

22}(,ll%)
0

22

4344
(68,3%).

19

(86・4%)

41

(93・2%)
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第6表 前画BCG接 種時B型 ヲ示 シタ者 カラノA型 獲現 状況

B-一前同BCG接 種時B型 ヲ示 シタ者
　(A)一 各BCG接 種同薮 時 二A型 ヲ示 ス者■

＼≧
、BCG接 種腰別

、 被繊人員、前畿 轡 矯
2同接種時 3〃

㌔

14"{5" 6〃

　

7」

1

B (A) B (A)・ B (A) B (A) B

「

(A) B

ρ

(Aラ

0.01 23
14

(60.9%)
22

5
(22,7%)

23 14

(63・5%)
11

0

心 ㎜ …}

茄臨) 16
13

(81・3%)

0.02 77
58

(75・3%)
6}(116,7%)27 15

(55.6タ の
12

4

(33・3%)
23}(2Ll%)

1

4

し

3

σ5%)

0.04

奮

0

E

}

1 i

ヒ

蝿%)
計(0,01～(㌧04) 100 誌)園幽 掬幽 うi23i南

38レ ー11
・i(28・9%)

3644
(8L8%)

蟹

る事7同 に及びその局所症猷経過を全例全治ずる にA型 を示 した者が1名 あ り之を除いた礎 り100

迄観察し第1節 記載のA及 びBの 型を示す者Q出 輸 名に就てBCGを7圃 反復皮内接種 し各接種同数

現朕況を槍査 し次の如 き結果 を得た。 中A型 又はB型 の経過 を示す者が何同あつたかと

①各BCG接 種同徽時の局所症歌経過 とその各前 云ふ事を槍査 し同一の局所症歌経過 を示 した者を

同BCG接 種時の局所症歌経過との關係 分類 して第7表 の如き結果 を得た。

前同のBCG接 種時にA型 又はB型 の局所症朕 第7表2000倍 ツ反慮陰性小學生ノBCG

を示 した群にBCGの 反復接種 した際に如何なる"反 復接種時ノ局所症状纏過ノ分類,

局所症欣経過を示すかと云ふ 事を観察 し第5、6

表に示す様な結果 を得た◇

即ち各BCG接 種同数時にA型 を示す ものは各

前同BCG接 種時にA型 を示 した群か らの労が前

屑接種時B型 を示 した群からよりも高率に出現す

る。'師ち前同BCG接 種時にA型 を示 しや者からA

饗生するA型 畿現者の率は前同BCG接 種時にB

型 を示 した者から螢生するA型 蛮現者の率よ りも

高率を示すq。

又前同BCG接 種量が α02厩 から α04厩 囎 〆B#-ee接 麟 曜 ヲ示効 又・、唯一彫 ヶA

欝蕪欝 難1劃1澱i熱1諜 繍
り特に前同接種時にB型 を示 した者からのA型 蛮 ジカ文ハA型 ヲ示ス同歎ノ多イ者 ・

A群 州全同接種共A型 ヲ示衆力唯1同 ダケB型 ヲ現 率が著 しく増加する事を認めた
。 示シタ者

自Pち前同BCG接 種時にB型 を示 した者で もA型 一ツ反懸陽性者ノBCG皮 内接種局所症妖纏過

BCG接 種同教を増加 し特にBCG菌 量を増加すれB型 一ツ反磨陰性者ノBδG皮内接種局所症状経過

tt'A型 を示す率が塘加するとの結果を得た。 即ち各BCG接 種回歎時に全同B型 を示すか3ζ
ご

②BCG7同 接種時の局所症歌経過の分類 は唯1回 だけA型 を示 した者をB群 としB型 を示

2000倍 ツ反磨陰性者101名 申BCG初 接種時'す 同数がA型 を示す同数 よbも 多b=者 をB>A,群

群

72

54

44

38

50

弱

A

ーp

…

ー群'A≦

i
O

ー
33

～
21

1
004

ー
16

1
19

B

f

i群A>

ー
0

t
O

0

ー
…

17

ー11

…
26

8

ー

ー

ー

…

ー

i
!…
ー

群B

82

22

35

52

9ゆ2

9

、

影
蠣＼

鍾
綬
＼接賦、内症皮、贈離＼購鯉

ー
】

…
2

…
3

ー
4

…
5■

ー
6
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ゆ

とし又A型 を示す同藪がB型 を示す同藪 よりも多

いか又は等しい=者をB≦A群 とし全同接種時A型

を示すか父は6同 以上のBCG反 復接種で唯1同

だけB型 を示 し他の接種時には全部A型 を示 した

群をA群 として分類すればB群 に麗する者は1～5

回の各BCG接 種時大艦大差なく22～35%を 示

してゐるが第6同 目の接種時には著 しく減少 して

僅かに9%と なつてゐる◎

又A群 に麗する者は第2同 目以後第6回 目迄の

各BCG接 種同数時共大差なく38～50%を 示 し

てゐる。然 し詳細に槻るとB群 の者は第3同 接種1

時以後漸次減少 してをり特に第6同 接種時に著 し

く減少 してゐる。.

又B>A群 は第4同 目の接種時に始めて現はれ

て來るが之はB群 及ueBSAll¥か ら移行 したもの

であ り第5回 目接種時のB>A群 が第4同 目接種

時の夫に比較 して減少 してゐるのはその1部 が

B≦A群 に移行 したものであ り第6同 目接種時の

B>A群 が増加 したのは大部分B群 か ら移行 した

ものであ り一部はB〆A群 からも移行 したもので

ある。

即ちA型 を示す者は各BCG接 種同敷を通 じて

A型 を示 しB型 を示す者は各BCG接 種同数を通

じてB型 を示す傾向が強いがB・K}を 反復接種す

る事によりA型 を示 しに くい者で もA型 を示す様

にな り特にBCG接 種量がO.01～ α02醜 からOD1

～0,04耗 に増加 した第6同 目接種時にはB型 を示

す傾向の者が著明にB>A群 に移行 し高率にA型

を示す様になるとの結果を得た◎

篭

第4章
コ ゆ

も り

2000倍 ッ反慮陽性者 ど2000倍 、1000倍 、100

倍 ッ反磨陰性者にBCGを 皮内接種 した時の局所

症状経過には著明な差異がある事 を認めた。

即ち前者の局所症歌経過をA型 とし後者の夫を

B型 乏呼樗すればA型 はB型 よりも'T'一般 に彊度に

出現 しA型 の内輪登赤、浮腫、硬結、疲痕、色素

沈着等の全経過中に於ける最大直径はB型 の夫等

よりも大であ り又A型O"輪 獲赤、浮腫、硬結等

はBCG接 踵後1～7日 聞(特 に1～3H聞)に

最大となるがB型 の夫等はBCG撰 種段1～3日

間及び21～106日 闇に最大とな り特に21日 以後

に最大となる者が多い。
む

又膿萢形成 もA型 には殆んど全被検者に早期に

(Bcd接 種後1～21日 聞)獲 生するがB型 には少

く(17・2%)且 つ後れて(BCG接 種後21～71日

間)癸 生する。亀

又最も大切な差異はA型 の内輪饗赤及び硬結が

全治する迄の全経過中沿失しないのにB型 の夫等

はECG接 種後2～7日 聞に一一度浩失し更にBCG

接種後7～35日 闇に再萬現 し浩失前に比較 してそ'

の大きさを増大 しA型 は早期に(BσG接 種後28

～90日 前媛)B型 は梢後れて(RCG接 種後70～

147日 間)全 治する者が多い事である。
の ゆ は

以 上 のA型 及 びB亀型 を1891年 コ ツ ボ氏 の報 告

総 括 並 に 考 察

した所謂コツボ斥現象と比較考察するとA型 はコ

ツホ氏現象の型をとりB型 は夫 と異なるe一それ故

に若 し此の場合に コツボ氏現象の類型を求めるな

らばA型 は之をか りに"BCG皮 内接腫によるコツ

ボ氏現象"と 云つてもよいと思ふ◎

ソ反慮陰性者にBCGを7同 反復皮内接種 した
"際に

・そ¢碕各同BCG接 種時の局所症状経過に・

A型 叉はB型 を示す率が如何なる歌態に現はれる

かを槍査 し、各前同BCG接 種時にA型 を示 した

者からのA型 凄現率は、B型 を示 した者からの夫

よりも著 しく高率を示 し、特にBCG接 種量を0.01

～O・02itか ら α01～P・04厩迄増加すれば、例へ

前同接種時にB型 を示 した者からで も、A型 獲現

者が特に高率に出現すると云ふ事實 を認めたゆ

又ツ反磨i陰性者にBCGを7同 反復接種 した場

合に各BCG接 腫同鍛の中A型 又はL型 を示す同

数が如何なる割合にあるがを槍査 しB群 、B>A

群、B≦A群 、A群 の4群 に分類 したがA群 又は

B群 は各同BCG接 種時共に焚生率に大差な くB
ノ

群の ものはBCG接 種同敬の増加するにつれて漸

次B>A群 或はB<A群 に移行 し又B>A群 も

B≦A群 に漸次移行 し特にBCG接 種量を001～

O.02既 からO.01・・-1・04既に増加するとB型 か ら

A型 に移行する者が蕎 しく檜加すると云ふ事實を
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焚見した。

以上の結果か ら考察すると一般にツ反磨陰性者

にBCGを 接種する場合には被接種者の22～35%

位に膿質的にA型 を現はしに くい者がをるが斯様

な髄質の者で もBCGO.Ol～O.02屍 を6ケ 月に1

回位の割合で7回 も反復接種すれば漸次A型 を示

す檬になるが特にBCG接 種量を」曾加 しα04厩 と

すれば更にA型 を示す様になる率が多 くなると茸

ふ事を示す ものであ り、叉他方ツ反慮陰性者忙は

BCGO.01～O.02iCE皮 内接種 によ りA型 を現は し易

い鰻躍の ものが38～50%ゐ るので斯様な髄質の

者はBCG接 種量 とか接種同数 とかにあま り關係

な くO.01・-O.02庇 の菌量で容易にA型(BCG皮

内接種によるコツホ氏現象)を 示す ものであると

思はれる。
'從 うてツ反慮陰性者のBCG反 復皮内接種に當

t・つては被接種者中B群 に麗する者にBCG接 種量

を多 く、しか も短期間で度 々反復接種すぺきであ

り反封にA群 に屡する者は反復接種の聞隔 も畢 く

てよく又BCG接 種貴も少量(0.02屍)で 足 りる

ものと思はれ る。

x第5章 結 論

① ツ反慮陽性者のBCG皮 内接種局所症朕経過

(A)と ツ反感陰性者の夫(B型)と には次の如き

明かな差異がある。帥ち

(1)A型 の蛮赤は紅赤紫色を呈しR型 の夫は淡

赤色を示す ものが多い。

(1[)A型 の内輪嚢赤、外輪欝赤、浮腫、硬結、

癩痕、色素沈着等の全経過中に於ける最大直径は

B型 の夫 よりも大である。

(皿)A型 は殆んど全例(94.4%)に 早期(BCG

後種後1～21日 間)に 騰庖形成をするがB型 は膿

癒形成が少 く(172%)且 つ後れて(BCG接 種後

21～71日 闇)焚 生するものが多い◎

(IV)A型 の内輪蛮赤、硬結はBCG接 種後1・・…P

7目 間に最大とな り全治迄決 して漕失 しないがB

型の夫等はBCG接 種後2～7日 闇に一康浩失 し

BCG接 種後7～35日 闇に再嚢現 し清失前 よりも

その大 きさを増大するものが多い。

(v)A型 はBCG接 種後29～90日 前後に全治

する ものが多 くB型 は精後れてBCG接 種後70～

147日 闇に全治する者が多い◎

②A型B型 の局所症歌経過 をコツボ氏現象と比較

考察 しA型 は``BCG皮 内接種による コツボ氏現

象"と 決定すべ きである。◎

⑧ ッ反慮陰性者にBCGを 反復皮内接種する時、

A型 を現はし易い髄i質の者が38～50%、-A型 を現

はしにくい髄質の者が22～35%ゐ るものである。

④BCG接 種によりA型 を現はしに くい艦質の者

で もBGGO.01～0.02耗 を6ク 月の間隔で7同 も

反復接種すると漸次A型 を示す様になるがその際

BCG接 種量を0.02既 からO.04KEに 増加すると

特に著明にA型 を示す稼になる。
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